
AAS005-11 会場: 201B 時間: 5月27日11:45-12:00

化学・エアロゾル気候モデルによるアジア域エアロゾル変動の評価
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アジア域では、土地利用変化などに伴う植生改変およびエアロゾルの増加が顕著であり、これら
の変動は陸面過程、大気放射、および雲・降水を変化させ、アジアモンスーンなどのアジア域気
候に影響している可能性が大きい。本研究では、植生改変とエアロゾル変動の役割という観点か
ら、総合的に気候影響を検討している。本論文では、特に、農地化などの土地利用変化が、陸
面、および硝酸塩や植生起源有機炭素などのエアロゾル成分の変動を通じて、どのように気候に
影響するかについて、全球化学・エアロゾル気候モデルを用いた最新の結果について紹介する。



 本研究では、モンスーン地域を中心とするアジアの過去100年～150年の気候変化・変動が、
人間活動によるこの地域の植生改変とエアロゾル変化およびこれらの複合効果により、どのよう
な影響を受けたかを、定量的に評価する。エアロゾルを中心とする大気微量成分の変動は、様々
な側面で気候に影響を及ぼす。本研究では、ブラックカーボンや硫酸塩などの化石・バイオマス
燃焼起源のエアロゾルだけでなく、硝酸塩エアロゾルや、二次有機エアロゾル（SOA）など、土
地利用変化・植生改変やこれに伴う農業活動と深い関わりのあるエアロゾル種の変動にも着目す
る。アジア地域では石炭燃焼起源による硫酸塩に加え、NOx（農業・自動車起源）が増加傾向に
あり、このNOｘ起源の硝酸塩の気候影響の定量化はアジア域気候の将来予測を検討するうえで
も大変重要である。さらに、この地域の植生（土地利用）変化がエアロゾル起源物質の地表面か
らの生成を通して大気エアロゾル量変化を引き起こし、気候に影響するという複合効果の評価も
重要である。本研究では、大気化学・エアロゾルモデル（CHASER-SPRINTARS）を用いて、
エアロゾルの気候影響を評価する。これに加え、植生改変・エアロゾル複合効果（植生改変→
VOCs変化→SOA生成量変化）がアジア地域の気候変化に与える影響を、大気化学モデル
CHASER、エアロゾルモデルSPRINTARSと大気大循環モデルの組み合わせにより、定量的に評
価する。
 本研究では、1850-2000年の硝酸塩の全球・年平均の放射強制力は－0.06 W m-2と見積もられ
た。これは硫酸塩による強制力（－0.2～0.35 W m-2）と比較しても重要であり、特に北半球で
は顕著な冷却効果（－0.11 W m-2）を及ぼし、インド北部や中国域での影響が大きい（－1～2
W m-2）ことが分かった。
 また、土地利用変化などによる植生改変に伴い、主に、アジア域、北米、ヨーロッパ（ロシ
ア）の各領域で顕著なVOCs放出の減少が計算されており、とくにアジア域における1980年まで
の減少傾向が際立っている（図1）。これにより、SOAの減少を通じて、南アジア域で、3 W m-
2以上の顕著な加熱（直接強制力）が計算され、ブラックカーボンの加熱効果と並んで重要な加
熱要因となっている可能性が示唆される。
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